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① [１ ]教 ＋ α

( 1 ) 初 期 社 会 に 成 立[２ ]人

( 2 ) と 一 体[３ ]（ カ ー ス ト ） 制 度

e x . … 司 祭 階 級[４ ]

『 [５ ]』( 3 ) 聖 典

… 神 々 ヘ の 讃 歌 e t c ．

( 4 ) の 苦 し み[６ ]転 生

… 生 き て い る 時 の （ 「 行 為 ） に 応 じ て 魂 が 再 生 し 続 け る業 [７ ] 」
ご う

c f . 自 業 自 得

( 5 ) … ( 4 ) か ら の 脱 却[８ ]

∴ 魂 が 再 生 せ ず に 、 天 界 （ 六 道 の 最 上 界 ） に と ど ま る こ と
り く ど う

c f . ヨ ー ガ に よ る

苦 行 や 瞑 想

＋ α

１ （ B . C . ８ Ｃ 、 成 立 ∴ 最 古 の 哲 学 ？ ）[９ ]哲 学

『 ヴ ェ ー ダ 』 の 奥 義 書 （ お う ぎ し ょ ））

… で 解 脱[ 1 0 ] 一 如

Ａ と Ｂ

← (Ａ ) と (Ｂ )の 一 体 化 を 自 覚[ 1 1 ] [ 1 2 ]

（ 宇 宙 の 原 理 ） （ 個 体 の 本 質 ）

２ （ ４ Ｃ 、 成 立 ）[ 1 3 ] 教

… バ ラ モ ン 教 ＋ 土 着 の 神 々

e x . （ → ） → → … の 循 環[ 1 4 ] 神 [ 1 5 ] 神 [ 1 6 ] 神

創 造 神 維 持 神 破 壊 神

（ ガ ウ タ マ ＝ [ 1 7 ] ＜ 釈 迦 、 仏 陀 ＞ B . C . ６ ・ ５ Ｃ ）② 仏 教

( 1 ) （ 2 9 歳 で 出 家 ）[ 1 8 ] 出 遊

… 北 門 で 修 行 者 に 出 会 う

∴ 苦 行 → 瞑 想 に よ り 解 脱 し て ､ブ ッ ダ 「 悟 り し 者 」 に な る

四 [ 1 9 ]( 2 )

ダ ル マ ＝ 「 原 理 」 の し る し

１ ∵ 人 間 は を 捨 て ら れ な い 存 在[ 2 0 ] 皆 苦 [ 2 1 ] （ 自 己 や 所 有 物 へ の 執 着 す る 心 の 持 ち 方 ）

（ 貪 ・ ） な ど 「 百 八 つ 」[ 2 2 ] 瞋 ・ 痴
と ん し ん ち

c f . 四 苦 八 苦 … （ 生 ＝ 生 ま れ る 、 生 ＝ 生 き る と[ 2 3 ] ・ [ 2 3 ] ・ [ 2 3 ] ・ [ 2 3 ]）
し ょ う せ い

[ 2 4 ] 苦 [ 2 5 ] 苦 [ 2 6 ] 苦 [ 2 7 ] 苦・ ・ ・

愛 す る も の と 別 れ る 憎 い も の と 出 会 う 求 め る も の が 得 ら れ な い 色 （ し き 物 質 と 肉 体 ・ 受 （ じ ゅ 感 受 作 用 ））

・ 想 （ そ う 表 象 作 用 ・ 行 （ ぎ ょ う 意 志 や）

記 憶 ） が 高 め る

[ 2 8 ] 無 常２

[ 2 9 ] 無 我３

不 変 の 実 体 （ 本 質 ）

c f . … １ ～ ３ （ こ の 世 の 理 法 ） に 対 す る 無 知 ∴ 苦 の 根 本 原 因[ 3 0 ]

４ ← １ ～ ４ を 正 し く 知 る （ 悟 る ） こ と で 、 煩 悩 が 滅 び て 解 脱 で き る[ 3 1 ] 寂 静


